
商工費の増加

消防費の減少

教育費の減少

人件費の減少

繰出金の減少

（－）
ケーブルテレビ事業特別会計繰出金（借入償還額）、介護サー
ビス事業特別会計繰出金の減少。

昇格、昇給による増加。
定員適正化（人員削減）による減少。

庁舎等整備事業、小学校耐震補強事業の増加。
道路新設改良事業、消防デジタル無線整備事業の減少。

伝建修理・修景事業、小学校耐震補強事業の増加。
中学校耐震補強事業、中学校校舎等整備事業、体育施設整備事業の減少。

総務費の減少 

性質別歳出から見た増減

総合行政情報システム導入、庁舎等整備事業、地方交通線車両整
備事業の増加。職員給与費、市広報番組ラジオ放送事業、ケーブル
テレビ特別会計繰出金、防災行政無線整備事業の減少。

2,750万円

6,362万円

4,921万円

1   9,862万円億

3   9,103万円億

1   9,955万円億

1   3,733万円億

1   7,918万円億

2     119 万円億

（－）

民生費の増加

（－）

農林水産業費

の増加

（＋）

（＋）

土木費の減少

（－）

（－）

（－）

普通建設費の減少

（－）

3   6,450万円億 （－）

今年度の歳出のおもな増減とその要因

臨時福祉給付金事業、保育士等処遇改善臨時特例事業、子育て世帯
臨時特例給付金事業の増加。国民健康保険特別会計繰出金、介護
サービス事業特別会計繰出金の減少。
 

おもな増減／増減額（万円） 要因

農業振興施設整備事業、小水力発電活用支援事業、鳥獣被害防止緊
急捕獲等対策事業、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業、
林業構造改善事業の増加。林業・林産業振興特別対策事業の減少。

小水力発電研究事業、雇用奨励金交付事業、
観光施設整備事業、温泉施設整備事業の増加。
八幡城再建80周年記念事業、郡上おどりin青山20周年記念事業の減少。

道路ストック総点検事業、都市計画事業、公営住宅等ストック総合改
善事業、建築物耐震化事業の増加。
道路新設改良事業､公園整備事業の減少。

地区集会所耐震補強事業補助金、消防団員退職報償経費の増加。
消防デジタル無線整備事業、消防施設整備事業の減少。

自主財源が少ないので、国や県の制度を活用して財源を確保しています。

自主財源のみの単独事業の予算は限られています。地方都市である郡上で若者が働きたい

仕事はどのように増やしていくのでしょう？

◎編集委員の注目点

市の重点事業！

市の重点事業！
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平成25年 増　　減平成26年

平成25年 増　　減

単位：千円

単位：千円

平成26年目的別区分

性質別区分

その他の経費

繰出金

合　　　計 △450,00027,813,00027,363,000

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

176,915

2,705,971

6,165,350

2,702,020

2,003,528

585,905

2,912,470

1,061,470

3,427,722

6,000

5,585,649

2,733,474

5,966,727

2,755,079

1,939,905

536,692

3,303,497

1,261,022

3,565,056

36,000

5,509,051

176,497

△ 27,503

198,623

△ 53,059

63,623

49,213

△ 391,027

△ 199,552

△ 137,334

△ 30,000

76,598

418

30,000 30,000 0

27,363,000 27,813,000 △ 450,000会　　計

歳出総額

議会費　　　　
1億7,692万円（0.7％）

予備費
3,000万円（0.1％）

10億6,147万円
（3.9％）

消防費

教育費

27億 202万円
（9.9％）

34億2,772万円
（12.5％）

20億 353万円
（7.3％）

29億1,247万円
（10.7％）

衛生費

農林水産業費

土木費

教育費

商工費
5億8,590万円（2.1％）

災害復旧費
600万円

（0.0％）

27億  597万円
（9.9％）

総務費

公債費

55億8,565万円
（20.4 ％）

27億  597万円
（9.9％）

総務費

公債費

27億 202万円
（9.9％）

34億2,772万円
（12.5％）

55億8,565万円
（20.4 ％）

20億 353万円
（7.3％）

29億1,247万円
（10.7％）

61億6,535万円
（22.5％）

民生費

273億6,300万円

普通建設事業
46億  649万円
（16.8％）

34億9,666万円
（12.8％）

繰出金

その他の経費
98億9,186万円
（36.2％）

46億1,249万円
（16.8％）

投資的経費

普通建設事業費
46億  649万円
（16.8％）

人件費
43億1,213万円
（15.8％）

人件費
43億1,213万円
（15.8％）

公債費公債費
55億8,565万円
（20.4％）

55億8,565万円
（20.4％）

物件費
38億4,116万円
（14.0％）

扶助費
29億6,087万円
（10.8％）

補助費等
19億6,503万円
（7.2％）

物件費
38億4,116万円
（14.0％）

34億9,666万円
（12.8％）

繰出金

扶助費
29億6,087万円
（10.8％）

補助費等
19億6,503万円
（7.2％）

5億8,901万円（2.2％）

その他の経費
98億9,186万円
（36.2％）

義務的経費
128億5,865万円
（47.0％）

その他

46億1,249万円
（16.8％）

投資的経費

災害復旧費

600万円（0.0％）

衛生費

農林水産業費

土木費

歳出総額
273億6,300万円

歳入の減少が見込まれている一方で、高齢者・障がい者福祉などの社会保障関係費や、老朽化する公共

施設や道路、橋架、トンネルなどの社会基盤の大規模修繕や更新するための投資的経費は、今後も多額

の支出が見込まれます。厳しい財政の状況下で、将来へ向けて投資することも大切になっています。

平成26年度　一般会計歳出

今年の支出はどうなるのだろう？
おもな増減は、民生費の増加

土木費、消防費、教育費が減少

扶助費、公債費、補助費の

増加を除いて全般的に減少

平成26年度　郡上市一般会計予算　目的別の使いみち

平成26年度　郡上市一般会計予算　性質別の使いみち

◎編集委員の注目点

６


